Ⅰ　市町村税全般の状況
１　令和元年度市町村税等の概況

（１）　市町村税（国民健康保険税を除く）
　　　調定額は158,252百万円で前年度に比べ800百万円（△0.5％）の減、収入額は153,494百万円で前年度に比べ488百万円（△0.3％）の減となっている。
　　　また、徴収率は97.0％と、前年度を0.2ポイント上回っている。
　　　歳入総額に占める市町村税の割合は18.3％で、前年度を0.5ポイント上回っている。
　　　人口一人当たりの市町村税負担額は、125,155円で、前年度に比べ1,028円（0.8％）の増となっている。

（２）　市町村民税
ア　個人均等割
[bookmark: _GoBack]調定額は2,188百万円で前年度に比べ1百万円（△0.1％）の減、収入額は2,123百万円で前年度に比べ1百万円（0.1％）の増となっている。
　　　　また、徴収率は97.0％と、前年度を0.1ポイント上回っている。
イ　所得割
調定額は53,707百万円で前年度に比べ263百万円（0.5％）の増、収入額は52,191百万円で前年度に比べ422百万円（0.8％）の増となっている。
　　　　また、徴収率は97.2％と、前年度を0.2ポイント上回っている。
ウ　法人均等割
調定額は4,053百万円で前年度に比べ32百万円（0.8％）の増、収入額は4,017百万円で前年度に比べ30百万円（0.8％）の増となっている。
　　　　また、徴収率は99.1％と、前年度を0.1ポイント下回っている。
エ　法人税割
調定額は9,545百万円で前年度に比べ2,012百万円（△17.4％）の減、収入額は9,482百万円で前年度に比べ2,014百万円（△17.5％）の減となっている。
　　　　また、徴収率は99.3％と、前年度を0.2ポイント下回っている。

（３）　固定資産税
ア　土地
調定額は21,151百万円で前年度に比べ260百万円（△1.2％）の減、収入額は20,332百万円で前年度に比べ165百万円（△0.8％）の減となっている。
　　　　また、徴収率は96.1％と、前年度を0.4ポイント上回っている。
イ　家屋
調定額は32,523百万円で前年度に比べ675百万円（2.1％）の増、収入額は31,252百万円で前年度に比べ773百万円（2.5％）の増となっている。
　　　　また、徴収率は96.1％と、前年度を0.4ポイント上回っている。
ウ　償却資産
調定額は18,006百万円で前年度に比べ212百万円（1.2％）の増、収入額は17,254百万円で前年度に比べ266百万円（1.6％）の増となっている。
　　　　また、徴収率は95.8％と、前年度を0.3ポイント上回っている。
エ　交付金
調定額は1,585百万円で前年度に比べ37百万円（2.4％）の増となっている。

（４）　国民健康保険税
調定額は27,065百万円で前年度に比べ1,427百万円（△5.0％）の減、収入額は22,251百万円で前年度に比べ800百万円（△3.5％）の減となっている。
また、徴収率は82.2％と、前年度を1.3ポイント上回っている。
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